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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語話者の発達性読み書き障害児群を対象とし、音

読速度へ有色透明フィルム使用が与える影響を色と明るさの２要因について検討した。対象は

発達性読み書き障害児 33 名と典型発達児 42 名である。刺激はひらがなの単語と非語、カタカ

ナの単語と非語および文章である。音読課題は、フィルム不使用条件、無色透明フィルム使用

条件及び有色透明フィルム使用条件の３条件で実施し、音読所要時間を計測した。実験の結果、

有色透明フィルム使用による音読速度の有意な短縮は認められなかった。有色透明フィルム使

用は、発達性読み書き障害児の音読速度向上に寄与しないのではないかと考えられた。 

 
研究成果の概要（英文）：We conducted reading tasks in Japanese children with 
developmental dyslexia under controlled experimental conditions in order to reveal the 
effect of the colour and luminance factors by coloured overlays on reading speed.  We 
evaluated the duration time of reading tasks of hiragana words, katakana words, 
hiragana non-words, katakana non-words, and sentences in Japanese speaking 
children (42 normal, 33 with developmental dyslexia).  The duration time of the 
reading tasks was measured with and without coloured overlays and neutral density 
overlays.  All participants did not show a significant difference in the reading 
duration under the three conditions.  Our results suggest that using coloured overlays 
does not improve reading speed in Japanese children with developmental dyslexia. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、一部の発達性読み書き障害
（developmental dyslexia）児には、波長や
白黒のコントラストに強い影響を受ける視

知覚の異常があると指摘されている 1-9)。この
視知覚の異常は、海外では MISViS10)と呼ば
れており、音読速度に影響を及ぼすと考えら
れている 11-13)。MISViS の主症状は、印刷物
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上の文字が歪んで見えるもしくは動いて見
える、印刷物の白い背景の部分が文字を侵食
するように見える、等とされている 2,7,8)。
MISViS の出現率は、発達性読み書き障害児
の中の 20 から 34％と報告されている 8)。 

現在、MISViS への対策として、色付きの
プラスチックフィルム（以下、有色透明フィ
ルムとする）を用いる方法がある。有色透明
フィルムを印刷物にかぶせて音読を実施す
ると、発達性読み書き障害児の音読速度が短
縮したという報告がある 1-9)。 

しかし、これらの先行研究では、対象児と
刺激間の距離、教示方法、順序効果およびプ
ラシーボ効果など音読速度に影響を与える
ことが想定される複数の要因が統制されて
いないため、有色透明フィルムの使用が発達
性読み書き障害児の音読速度改善に真に有
効な手段か否かを検討することは困難であ
る。 

 一般的に有色透明フィルムを使用した場
合、紙面の色だけでなく明るさも変化すると
考えられる。先行研究 7,14)では、発達性読み
書き障害児の音読速度改善に関与している
のは紙面の色の変化だと報告されているが、
方法論上の問題から、有色透明フィルムの効
果や、その背景については明確ではない。 

 

 

２．研究の目的 

本研究では、日本語話者の発達性読み書き
障害児に実験条件を統制した音読課題を実
施し、音読速度へ有色透明フィルム使用が与
える影響を色と明るさの２要因について検
討することを目的とする。第１研究では、明
るさを統制し、色の要因のみを検討する。第
２研究では、明るさを統制せず、色と明るさ
の変化が合わさった要因について検討する。 

 

３．研究の方法 

（１）対象児 

①第１研究：典型発達児は、通常学級に在籍
する小学１年生から中学１年生の児童 18 名
（男児９名、女児９名）、発達性読み書き障
害児は、小学３年生から中学３年生までの児
童 21 名（男児 13 名、女児８名）である。 

②第２研究：典型発達児は、通常学級に在籍
する小学４年生から中学２年生の児童 24 名
（男児６名、女児 18 名）、発達性読み書き障
害児は、小学３年生から中学２年生までの児
童 12 名（男児 10 名、女児２名）である。 

 

典型発達児は、全例レーヴン色彩マトリッ
クス検査（RCPM）と小学生の読み書きスク
リーニング検査（STRAW）における音読課
題の成績において正常範囲内の得点を示し
ていた。 

発達性読み書き障害児 33 名の初診時にお

ける認知神経心理学的所見を図１から４に
示した。全例、全般的知能は正常範囲内であ
ったが、読み書きの学習到達度に遅れが認め
られ、その背景には音韻情報処理過程、視覚
情報処理過程および自動化能力の障害があ
ると考えられた。 

 

（２）手続き 

①対象児が最も文字が見えやすいと感じる
有色透明フィルムの選択 

先行研究 7）と同様に、対象児には、最も文
字が見えやすいと感じる有色透明フィルム
を、Irlen Institute 製 Irlen Overlay９色（紫、
ローズ色、黄色、水色、桃色、橙色、灰色、
緑色、青灰色）の中から、１色選択してもら
った。検査者は日本語の文章が書かれている



A３用紙に２色の有色透明フィルムをかぶせ
て対象児に提示した。対象児には文字が見え
やすいと感じる有色透明フィルムを２色の
中から１色選択してもらった。選択されなか
った有色透明フィルムは他色の有色透明フ
ィルムと入れ替え、対象児には再度文字が見
えやすいと感じる有色透明フィルムを２色
の中から１色選択してもらった。上記の過程
を繰り返し実施し、対象児に９種類の有色透
明フィルムの中で最も文字が見えやすいと
感じる有色透明フィルムを選択してもらっ
た。文章は 10 分で読めるお話シリーズ（学
習研究社）の一部を使用した。照度は調光機
能付きライトスタンド（National 製 SQ890）
を使用し、750Lx から 1000Lx に統制した。 

 

②音読課題 

本研究ではフィルム不使用条件、無色透明
フィルム使用条件及び有色透明フィルム使
用条件の３条件に関して音読課題を実施し
た。無色透明フィルムを使用した音読課題は
プラシーボ効果の影響を統制するために実
施した。３条件の実施順序にはカウンターバ
ランスをかけ、順序効果を相殺した。明るさ
に関して、第１研究では照度計を使用して、
刺激の表面照度を各条件間で一定にした。す
なわち、有色透明フィルム、無色透明フィル
ム使用時に低下した課題の表面照度を調光
機能付きライトスタンドの調光機能によっ
て補正した。一方、第２研究では、有色透明
フィルム、無色透明フィルム使用時に低下し
た刺激の表面照度の補正を行わなかった。有
色透明フィルムは、各対象者が最も文字が見
やすいとしたフィルムを使用した。無色透明
フィルムは、複数のメーカー製の OHP フィ
ルムから、フィルムを印刷物にかぶせた際に
印刷物の色が最も変化しなかったフォーレ
ックス社製のレーザープリンタ用 OHP フィ
ルム BG－71LP を使用した。 

音読課題は、ひらがな単語課題、カタカナ
単語課題、ひらがな非語課題、カタカナ非語
課題および文章課題を実施した。単語課題、
文章課題ともにフォント、行間及び文字のポ
イント数等は全て小学校で使用する国語の
教科書に則って作成した（HG 教科書体 16

ポイント、行間１ポイント）。ひらがな単語
課題とカタカナ単語課題は、ＮＴＴデータベ
ース「日本語の語彙特性」において親密度、
心像性ともに 5.7 以上で、かつ同データベー
スの見出し語にひらがな、もしくはカタカナ
表記で記載されている単語から 2から 5モー
ラ語を各７語ずつ計 28 語で選択した。ひら
がな非語課題とカタカナ非語課題は、「を」
と「ヲ」以外の清音を１回以上使用し、２か
ら５モーラ語を各４語ずつ計 16語作成した。
文章課題は既知の内容では実験結果に影響
することが想定されるため、低学年（小学１、

２年生）用、中高学年（小学３年生以上）用
の 2 種類を新たに作成した。なお、文章中で
使用した漢字にはすべてルビを振った。 

 対象児には、「これから見せる単語や文章
をできるだけ速く間違えないように読んで
ください」と教示し、始めの合図をしてから
紙面の単語課題または文章課題を呈示した。
紙面の文字は目から 60cm の距離を取るよう
にした。課題実施中は録音機器を使用して対
象者の音読サンプルを録音するとともに、検
査者は対象児の音読所要時間をストップウ
ォッチで計測した。 

 

③解析 

音読課題における音読所要時間は、フィル
ム不使用条件における音読所要時間を１と
して、無色透明フィルム使用条件における音
読所要時間と、有色透明フィルム使用条件に
おける音読所要時間を比率に換算した。その
後、各種音読課題におけるフィルム不使用、
無色透明フィルム使用及び有色透明フィル
ム使用の各条件における音読所要時間につ
いて Friedman 検定にて検討した。 

 

４．研究成果 

（１）第１研究 

音読所要時間に関して Friedman 検定を
行ったところ、典型発達児群、発達性読み書
き障害児群ともに、すべての音読課題におい
てフィルム不使用条件、無色透明フィルム使
用条件及び有色透明フィルム使用条件の３
条件間に有意差は認められなかった（表１）。 

先行研究 7,14)では、発達性読み書き障害児
の音読速度改善に関与しているのは紙面の
明るさの変化ではなく、紙面の色の変化であ
ると報告されている。 

第１研究では、有色透明フィルムが音読速
度に与える影響を明るさを統制し、色の要因
のみに焦点を当てて検討したが、典型発達児
群、発達性読み書き障害児群ともにフィルム
不使用条件、無色透明フィルム使用条件およ
び有色透明フィルム使用条件の３条件間で、
各音読課題における音読所要時間に有意差
は認められなかった。照度、対象児と刺激間
の距離、教示方法、順序効果、プラシーボ効



果及び単語属性などが統制された場合、先行
研究において報告されているような有色透
明フィルム使用による音読速度の有意な短
縮は典型発達児群、発達性読み書き障害児群
のいずれにおいても認められないのではな
いかと思われた。 

一方、明るさの統制が先行研究との結果の
相違に影響を与えている可能性もある。
Kriss et al.8)は Intuitive Overlays を二枚重
ねて使用することを認めており、実際に有色
透明フィルムの二枚重ねを選好した児童が
32 名中２名存在したと報告している。照度を
統制せずに有色透明フィルムを二枚重ねて
使用すれば文字と背景のコントラストは低
下する。したがって Kriss et al.8)において示
された有色透明フィルム使用が音読速度に
与える効果は色の要因だけでなく、明るさの
要因も合わさった結果である可能性が高い。 

 

（２）第２研究 

音読所要時間に関して Friedman 検定を
行ったところ、典型発達児群、発達性読み書
き障害児群ともに、すべての音読課題におい
てフィルム不使用条件、無色透明フィルム使
用条件及び有色透明フィルム使用条件の３
条件間に有意差は認められなかった（表２）。   

第２研究では、有色透明フィルム使用が音
読速度に与える影響を、明るさと色の変化が
合わさった要因に焦点を当てて検討した。そ
の結果、第１研究と同様に、典型発達児群、
発達性読み書き障害児群ともにフィルム不
使用条件、無色透明フィルム使用条件および
有色透明フィルム使用条件の３条件間で、各
音読課題における音読所要時間に有意差は
認められなかった。明るさを統制しない場合
であっても、有色透明フィルム使用は発達性
読み書き障害児の音読速度に影響を及ぼさ
ないのではないかと考えられた。 

Kriss ら 8)は、有色透明フィルム使用が音
読速度に与える影響を色と明るさの要因に
ついて検討しており、発達性読み書き障害児
群で音読速度の短縮を認めたと報告してい
る。しかし、実験の手続きにおいて、順序効
果や練習効果を十分統制できていない可能
性があること、刺激と被験者間の距離を統制
していないこと等問題点があり、Kriss ら 8)

の報告は、発達性読み書き障害児の音読速度
改善に有色透明フィルム以外の要因が関与

している可能性を否定できないと考えられ
る。 

 

（３）総合考察 

本研究において、実験条件を統制し、音読
速度に影響を与えることが想定される色と
明るさの要因について検討した結果、有色透
明フィルム使用による音読速度の有意な短
縮は認められなかった。有色透明フィルム使
用は、発達性読み書き障害児の音読速度向上
に寄与しないのではないかと考えられた。 

 一方、有色透明フィルムの継続的な使用が
発達性読み書き障害児の音読速度向上に寄
与するとの報告がある 14)。本研究は、有色透
明フィルムの即時的な効果に着目している。
有色透明フィルムの継続的な使用が、日本語
話者の発達性読み書き障害児における音読
速度改善に寄与しているのか否かについて
は、今後検討が必要と思われる。 
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